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素晴らしい演奏@行進をする大和小

的時一一品関嚢
大
和
小
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
が
特
別
賞
に

十
一
月
一
目
、
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
二
十
同
マ

I
チ
ン
グ

バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会

四
国
予
選
、
第
一
回
愛
媛
県
マ

1
チ
ン
グ

バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
大
和
小
学
校

マ
1
チ
ン
グ
バ
ン
ド
(
九
十
一
人
)
が
出

場
し
、
特
別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
は
、
バ
ン
ド
演

奏
を
し
な
が
ら
行
進
を
芸
術
的
に
様
式
化

し
た
も
の
で
、
そ
の
演
奏
、
動
き
の
統
一

性
、
形
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
で
す
。

大
和
小
学
校
で
は
、
約
十
年
前
か
ら
こ

の
マ

I
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
構
成
し
練
習
し

て
お
り
、
先
日
行
わ
れ
た
中
予
地
区
小
学

校
管
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
優
秀
な
成

績
に
よ
り
、
今
大
会
に
出
場
し
受
賞
し
た

も
の
で
す
。
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議会第 3回臨時会一一一一

間
関
禽
第
一
一
一
固
一
園
時
会

長
浜
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
が
、
十

月
十
四
日
に
聞
か
れ
、
請
負
契
約
の
締

結
、
監
査
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
会

委
員
の
選
任
な
ど
の
八
議
案
は
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

大
犀
地
区

道
路
新
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結

平
成
三
年
度
地
方
改
善
施
設
整
備
事

業
と
し
て
着
工
を
予
定
し
て
い
た
大
屋

地
区
道
路
新
設
工
事
は
、
八
千
八
百
九

十
九
万
一
一
千
円
で
有
限
会
社
長
浜
建
設

と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

町
道
竿
着
浦
坂
谷
線
の

農
道
改
良
、
新
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結

第 3回臨時議会の模様

農
林
業
地
域
改
善
対
塞
事
業
と
し
て
、

町
道
竿
着
浦
坂
谷
線
に
通
じ
る
農
道
改

良
、
新
設
工
事
は
、
六
千
九
百
一
万
円

で
株
式
会
社
清
水
建
設
と
請
負
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
あ
ら
し
展
望

公
園
ル

l
ト
整
備
工
事

請
員
契
約
の
締
結

平
成
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
で
肱

川
あ
ら
し
展
望
ル
l
ト
整
備
工
事
の
道

路
整
備
工
事
は
、
二
億
一
一
千
五
百
五
十

七
万
円
で
株
式
会
社
西
田
興
産
と
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
同
事
業
の
展
望
台
建
築
工
事

は
、
三
千
五
百
二
万
円
で
株
式
会
社
門

田
組
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

拓
海
地
先
の
埋
立

異
議
の
な
い
旨
を
答
申

拓
海
団
地
地
先
の
公
有
水
面
一
万
一

千
四
百
七
十
六
。
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル

を
、
埋
め
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県

知
事
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
、
異
議
の
な
い
旨
を
答
申
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
営
事
業
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
長
浜
港
港
湾
整
備
事

業
の
う
ち
、
拓
海
団
地
地
先
に
岸
壁
一

パ
l
ス
と
野
積
場
用
地
、
臨
港
道
路
等

を
建
設
す
る
た
め
に
埋
め
立
て
る
も
の

で
す
。教

育
委
員
に

里

田

進
氏

松
本
正
志
氏

長
浜
町
教
育
委
員
会
の
木
田
正
統
氏

(
出
海
・
六
六
)
と
黒
田
進
氏
(
長
浜
・

六
六
)
は
、
平
成
四
年
十
月
三
十
一
日

で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
に
黒

田
進
氏
を
再
選
任
、
松
本
正
志
氏
(
下

須
戒
・
六
一
二
を
選
任
し
、
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
そ
れ

ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

三
好
正
俊
氏

監
査
委
員
の
満
野
公
介
氏
(
長
浜
・

七
六
)
は
、
十
月
三
十
一
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
後
任
に
三
好
正
俊
氏

(
長
浜
・
七
一
二
を
選
任
、
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

新しく任命された松本氏

十
月
二
十
九
日
、
町
体
育
館
大

ホ
l
ル
で
平
成
四
年
度
の
金
婚
祝

賀
式
が
行
わ
れ
、
今
年
結
婚
五
十

年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
二
十
九

組
中
、
二
十
七
組
の
方
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
金
婚
者
紹
介
後
、
記

'
園
念
品
贈
呈
や
祝
吟
な
ど
が

角
輔
自
行
わ
れ
、
ま
た
、
祝
宴
で

肉
M
M

は
、
出
海
保
育
所
園
児
ら

長
叫
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

臨
施
}
や
園
児
か
ら
の
花
束
贈
呈

イ
ド
代
な
ど
で
金
婚
者
を
祝
福
し

』
引
弘
ま
し
た
。

急

百

な

お

、

今

年

結

婚

五

十

山
川
例
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

会
誌
一
は
、
次
の
方
々
で
す
。

r

E

E

V

島
田
勇
雄
・
ヤ
ス
コ

(
仁
久
)

V
高
左
潔
島
公
子
マ
稲

垣
孝
行
。
あ
や
マ
田
淵
土
佐
一
・

マ
サ
コ
マ
堀
内
俊
夫
・
勝
美
マ
島

田
梅
次
郎
・
千
代
子
マ
武
智
盛
硲
・

佳
子
(
以
上
長
浜
)

V
田
中
通
太

郎
・
梅
子
(
青
島
)
マ
寺
脇
要
雄
・

サ
ト
ル
マ
寺
脇
信
条
・
ヒ
サ
コ

新しく任命された三好氏

(
以
上
黒
田
)

V
中
居
慶
武
・
千

里
マ
戎
巌
・
冨
美
子
マ
綿
井
敦
・

マ
シ
ヱ
マ
熊
本
重
信
・
キ
ヨ
コ

(
以
上
沖
浦
)

V
後
藤
伊
三
郎
・

ミ
サ
コ
マ
宮
家
英
一
・
マ
サ
ミ
マ

東
富
貴
雄
・
チ
ヨ
コ
マ
中
伊
音
市
・

千
栄
子
(
以
上
ム
晶
)

V
池
本
一
・

知
津
子
マ
渡
辺
仁
之
助
・
一
子
マ

石
内
義
盛
・
美
智
香
(
以
上
櫛
生
)

マ
武
元
岩
雄
・
ミ
サ
コ
(
下
須
戒
)

V
佐
々
木
隆
・
千
代
子
(
豊
茂
)

V
奥
野
岩
弘
・
艶
子
(
白
滝
)
マ

松
田
福
美
・
フ
キ
ヱ
マ
山
中
義
則
・

ハ
ナ
コ
マ
冨
永
留
吉
・
ミ
ネ
子
マ

清
水
喜
久
次
・
久
子
マ
山
下
晃
・

マ
サ
子
(
以
上
柴
)

出海保育所園児から花束力3贈られ

祝福される堀内夫妻
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二
つ
以
上
の

と
き
は
届
出
を
1

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
さ
ら
に

他
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ
の
年
金

を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
人
が
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
ま
た
、
六

十
五
歳
に
な
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
年

金
を
請
求
す
る
と
き
い
ず
れ
か
有
利
な

ほ
う
を
選
ぴ
「
年
主
義
選
択
申
出
書
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
の
支
払
い

が
保
留
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

ト

v

一一一年金@人権作文

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
と
障
害
厚
生

年
金
、
六
十
五
歳
か
ら
の
老
齢
基
礎
年

金
と
老
齢
厚
生
年
金
は
同
じ
支
給
事
由

に
よ
る
一
体
の
年
金
と
し
て
、
両
方
と

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
六
十
五

歳
ま
で
に
受
給
し
た
場
合
は
、
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
老
齢
厚
生
年
金
は
支
給

停
止
に
な
り
ま
す
。

一
一
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
と

き
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
か
社
会
保

険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

I I 

|支給理由が異なる年金|

65歳以上は両方とも受けられます

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
一
一
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
一
十
二
月
二
十
一
日
(
午
前
十

時
i
午
後
四
時
)
・
一
月
十
一
日
(
午

前
九
時
i
正
午
)

{
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

私
は
、
仲
間
は
ず
れ
に
な
っ
た
こ

と
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。
仲
間
は
ず

れ
に
し
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
す
。

悪
い
こ
と
だ
と
は
分
か
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
仲
間
は
ず
れ
や
無
視
が
あ
る

と
気
付
い
た
時
に
は
、
無
視
を
す
る

ほ
う
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
に
一
つ
だ
け
勇
気
を
持
て
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

数
年
前
の
こ
と
で
す
o
A
さ
ん
と

い
う
一
人
の
女
の
子
が
仲
間
は
ず
れ

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
最
初
仲
間

は
ず
れ
を
す
る
ほ
う
に
い
ま
し
た
o

A
さ
ん
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
、

な
ぜ
仲
間
は
ず
れ
に
な
っ
た
か
は
お

ぼ
え
て
は
い
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か

く
仲
間
は
ず
れ
に
な
っ
た
の
で
す
。

心
の
中
で
、
「
や
っ
ぱ
り
悪
い
こ
と

を
し
た
か
な
。
で
も
A
さ
ん
も
悪
い

ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
な
。
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
考

え
が
変
わ
っ
た
の
は
そ
の
日
の
午
後
。

な
ぜ
か
考
え
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
は
、
「
自
分
が
同
じ

日
に
合
っ
て
し
ま
っ
た
ら
。
」
と
思

う
と
、

A
さ
ん
の
気
持
ち
が
だ
ん
だ

ん
分
か
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
午
後
の
授
業
の
と
き
か
ら
、

A

さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
ま
し

た。

B
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

「
う
ら
ぎ
ら
れ
た
。
」
と
、
悪
口
を
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
勇
気
を
持
っ
て

A
さ
ん

の
味
方
を
し
ま
し
た
。

B
さ
ん
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
に
は
、

A
さ
ん
の
親
友
の

C

さ
ん
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
「
な
ん
で

親
友
な
の
に
味
方
し
て
く
れ
な
い
ん
だ

ろ
う
。
」
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

放
課
後
先
生
も
交
え
て
、
ク
ラ
ス
の
女

の
子
と
話
を
し
ま
し
た
。
内
容
は
お
ぼ

え
て
い
ま
せ
ん
。
「

A
さ
ん
が
仲
良
く

.人常任文.
一つだけの
勇気

ドぷ学六年半1

し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な
あ
o

」
と
、

話
し
合
っ
て
い
る
間
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
よ
う
や
く
お
さ
ま
っ
て

A
さ

ん
と

B
さ
ん
た
ち
は
仲
良
く
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
「
み
ん
な
が
仲
良
く
な
っ

て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
け
ん
か
な

ん
か
し
な
い
で
仲
良
く
し
た
い
な
。
」

と
思
い
ま
し
た
。

私
の
「
一
つ
だ
け
の
勇
気
」
は
、
あ

ま
り
た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
み
ん

な
思
う
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
み
ん
な

に
は
た
い
し
た
こ
と
が
な
い
「
一
つ

だ
け
の
勇
気
」
は
、
私
に
と
っ
て
は

大
事
な
ほ
こ
り
な
の
で
す
。

A
さ
ん

も
B
さ
ん
も
今
で
は
仲
の
良
い
友
達

で
す
。
今
、
私
は
、
「
あ
の
時
、

A

さ
ん
の
味
方
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
大
事
な
ほ

こ
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
人
に
な
る

ま
で
心
の
ず
っ
と
ず
っ
と
お
く
に
し

ま
い
こ
ん
で
お
き
ま
す
。
に
げ
出
し

て
い
か
な
い
よ
う
に
か
ぎ
を
か
け
て
。

私
は
、
こ
の
こ
と
を
書
け
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
私
が
、

く
だ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ん
だ

よ
。
」
と
、
人
に
知
ら
せ
ら
れ
た
か

ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
仲
間
は
ず

れ
」
が
あ
っ
た
ら
、
さ
れ
て
い
る
人

の
味
方
に
な
り
た
い
で
す
。
自
分
が

そ
の
人
の
立
場
に
た
っ
た
こ
と
を
考

え
て
。
も
し
ふ
や
せ
る
の
な
ら
ほ
こ

り
を
ふ
や
し
た
い
で
す
。
大
人
に
な
っ

た
ら
十
個
そ
れ
以
上
の
ほ
こ
り
が
で

き
る
よ
う
に
。
人
の
た
め
に
も
自
分

の
た
め
に
も
。
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各地で賑わう村おこし

牛鬼のおとおりだ~

(牛鬼・櫛生まつり)

白で

手づくりこんにゃくおいしいよ~(オリジナル

販売・豊茂ふるさとまつり)

大入り満員 I

(婦人会によるバザー・長浜生活文化祭)

ワッショイ! ワッショイ!

(四太鼓・出海まつり)

十
・
十
一
月
の
一
一
か
月
間
、
地

域
づ
く
り
、
活
性
化
な
ど
を
目
的

に
、
町
内
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

櫛
生
ま
つ
り
で
は
、
六
十
年
ぶ

り
に
復
活
の
七
福
神
を
乗
せ
た

「
宝
船
」
、
生
活
文
化
祭
で
は
、
子

供
が
遊
び
を
通
し
て
記
録
に
挑
戦

す
る
「
ア
ソ
ビ
ケ

1
シ
ョ
ン
」
な

ど
、
各
イ
ベ
ン
ト
と
も
工
夫
と
思

考
を
こ
ら
し
た
も
の
ば
か
り
で
し

た。
な
お
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
の
模

様
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

バチさばきも軽やかに!

(越子獅子@豊茂ふるさとまつり)

艶やかにるり姫に扮する女の子たち

(稚児行列 a 白滝るり姫まつり)

なかなかっかめないよ~

(アソビケーション。長浜生活文化祭)

どこまで干責めるかな~

(アソビケーション・長浜生活文化祭)

ゆっくりはしってネ I

(移動動物園・長浜生活文化祭)

すばらしい~

(盆栽の展示会・長浜生活文化際)
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ご
、
そ
ん
じ
で
す
か
!

輪

察

審

査
ム
富

「--一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一1守さ会満提に犯
lらいがを訴訴罪交i 恩給欠格者の皆様ヘ !れ 0 あおしえの通
iま費り持てた被事
!す用まちくが害故

請求はお済みですか I 0 は す の れ 、に
1 、 。方な全尖あ言乍

平和祈念事業特別基金(総理府所管の認可法人)では、軍 i 科おのい察い欺

歴期間が短いため年金恩給を受けられない、いわゆる恩給欠! で気た 0 官1 、軽めこが警お
格者の方で、外地等に勤務した経験を有し、加算年を含めた! 秘ににのそ察ど

i 密ご検よのやし
在職年が 3年以上の方に内閣総理大臣名の書状を、さらに70 ! は相察う事検な

口 1 固談審な件察ど
歳以上の方には、高齢者の順に併せて銀杯を贈王しています。! く下査不を庁の

なお次の方は、この事業の対象になりませんのでご注意くだ l
i ヲ'~わi;f

さい。 Iる主がばれ選

※年金たる恩給または旧軍人軍属としてのず杭γ関車する iこ詳事ーた挙~ OO~-9 -{;) Iと処件般十権

年金たる給付を受ける権利を有する方。※戦傷病者戦没者遺 iをムをのl王 4 提国人有
族等援護法上の軍属(雇員、傭人、工員等)及び、準軍属の方!な m 訴民のす

lイ士しご 1-を十余る
! な ど。!事ヂ 土 : 代 察 国

I [請求書類の送付お問い合せ先1 1与主手守書房i平和祈念事業特別基金(雷…94日悦) Iるしごて員中iと をズニ 、カぎカミ
なお詳しくは、役場福祉課まで lこ 審 こ 検 、ら

l一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J ろ査と察い i室

お知らせ

検
察
審
査
会
と
は
・

で
す
。

審
査
は
ど
う

い
う
と
き
に
?

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を

告
訴
-
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の

不
提
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検
察
審

査
会
に
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
審
査

を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
検
察
審
査
会
は
、

被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
立
て
が
な
く
と

も
、
進
ん
で
検
察
官
が
不
提
訴
に
し
た

事
件
を
取
り
上
げ
て
審
査
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
員
の

選
び
方
は
?

ま
ず
、
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
、

選
挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、
く
じ
で
検

察
審
査
員
の
候
補
者
を
選
び
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
検
察
審
査
会
事
務
局
長
が

再
び
く
じ
で
検
察
審
査
員
を
決
め
ま
す
。

ま
た
、
検
察
審
査
員
に
欠
員
が
で
き

た
と
き
や
検
察
審
査
員
が
審
査
会
議
に

欠
席
し
た
と
き
に
備
え
て
、
同
様
の
方

法
で
、
同
数
の
補
充
員
が
選
ば
れ
ま
す
。

検
察
審
査
員
及
び
補
充
員
の
任
期
は
六

か
月
で
す
。

審
査
の
方
法
は
?

検
察
審
査
会
で
は
、
十
一
人
の
検
察

審
査
員
全
員
が
出
席
し
、
検
察
審
査
会

議
を
聞
い
て
、
事
件
の
記
録
を
調
べ
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
証
人
を
呼
ん
だ
り
、

実
地
見
分
を
し
た
り
し
て
、
検
察
官
の

不
提
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に
審

査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
は
?

検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、
更

に
詳
し
く
捜
査
を
す
べ
き
で
あ
る
(
不

提
訴
不
当
)
と
か
提
訴
を
す
べ
き
で
あ

る
(
提
訴
相
当
)
と
い
う
議
決
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
検
察
官
は
、
こ
の
議
決

を
参
考
に
し
て
事
件
を
再
検
討
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
提
訴
を
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
と
結
論
に
達
し
た
と
き
は
、
提
訴

の
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
局
内
・

大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局
(
二
四
l
二

O
三
八
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

積
察
審
査
会

事
務
局

戸
籍

の手
改数

料
正

戸
籍
手
数
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

戸
籍
謄
本
等
の
交
付
手
数
料
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
政
令
は
平
成
五
年
一
月

一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

戸籍手数料改定 内 容

種 ま買 現 q:y 改定額

戸籍の謄本又は抄本 1通 ￥300 ￥400 
除籍の謄本又は抄本 1通 500 700 
戸籍の記載事項証明証明事項 1件 200 300 
除籍の記載事項証明証明事項 1件 300 400 
届書の受理等の証明書 I通 200 300 
令 5号ただし書の証明書 l通 1 000 1 300 
届書等の閲覧 書類 l件 200 300 
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健康づくりのための食生活指針

健康づ《野⑩ため@食生活指針 第 4 固

一一脂肪は量と質を考えて 2 一一

動物性の踊賜より植物性の油を多めに

脂肪は種類によってその性質と健康に及ぼす影響が異なります。動物性の脂肪(魚類の脂肪を除く)は、

一般に飽和脂肪酸とコレステロールを多く含んでおり、過剰に摂取すると血清コレステロールを上昇させ、

動脈硬化を促す原因になるのに対し、植物性の油及び魚類の脂肪は、一般に多価不飽和脂肪酸を多く含ん

でおり、動脈硬化を抑制する作用のあることが認められています。従って、脂肪の種類としては、動物性

の脂肪より植物性の油及び魚類の脂肪を多くとることが大切です。

植物性脂肪の割合を多めに

成人病の予防という面からは、飽和脂肪酸とコレステロールの

過剰摂取を避けることが大切です。そのため、動物性食品(魚類

を除く)由来の脂肪と植物性食品(魚類を含む)由来の脂肪との

摂取比を、 I 対 1~2 までの範囲に維持し、動物性食品由来の脂

肪が過剰にならないようにすることが重要です。

これは、動物性脂肪には飽和脂肪酸が多く、また、コレステロー

ルも多く含まれているからです。植物性脂肪には不飽和脂肪酸が

多く、しかもコレステロールを多く含まないからです。一般に、

植物性脂肪は動脈硬化などの危険因子を含まないことから、高年

齢者には好ましいものとされています

見査された無の脂肪

魚、は成分的にみますと脂肪が多く、とくに旬の魚、などは脂肪が

-~===さ喜重量
{d 

14%以上も含まれています。魚、の脂肪は、一般的に多価不飽和脂肪酸を多く含み、獣肉類の脂肪とは性質

が異なり、むしろ植物油と同じような性質をもっていると言われています。その上、魚類の不飽和脂肪酸

にはエイコサベンタエン酸やドコサヘキサエン酸が含まれています。これら脂肪酸は高脂血症の改善や血

栓の予防にも効果的であるということが、疫学的にも、臨床医学的にも、認められています。しかしなが

ら、酸化もされやすいので取り扱いには、十分な注意が必要です。

コレス宇田ーんと成人病

血液中のコレステロールが多くなって、血管壁にたまると、動脈硬化の原因になります。、しかし少なす

ぎても問題で、脳卒中などをおこしやすくなると言われています。

コレステロールは、血液中に誰もがもっている成分です。私たちの体をつくっている細胞膜などの膜の

構成成分として、また、副腎皮質ホルモン、性ホルモンなどの生成にも役立っています。
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ゴ
ミ
怯
良
職
@
バ
回
メ
ー
タ
ー

長
浜
町
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

燃
え
る
ゴ
ミ
を
週
二
回
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
や
粗
大
ゴ
ミ
は
週
一
回
収
集
し
て
い

ま
す
。
収
集
し
た
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
大

洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
で
焼
却

処
理
し
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
長
浜
町

独
自
に
処
理
し
て
い
ま
す
。

空
カ
ン
や
空
ピ
ン
は
、
長
浜
町
一
小
燃

物
処
理
場
に
集
め
て
か
ら
、
ア
ル
ミ
カ

ン
、
ス
チ
ー
ル
カ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
ビ
ン

に
分
別
し
、
こ
れ
ら
を
圧
縮
や
破
砕
し

て
資
源
化
し
た
り
、
埋
立
処
分
し
て
い

ま
す
。な

お
、
分
別
は
す
べ
て
手
作
業
の
た

め
、
大
量
の
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ミ

が
あ
る
と
、
汚
れ
た
り
危
険
を
伴
う
重

労
働
と
な
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

一一一一ゴミ@野犬問題

ご
注
意
下
さ
い
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
ゴ
ミ
を
分
別
し
な

い
で
出
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

分
別
が
大
変
な
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
附
さ
れ
る
ゴ
ミ
が
き
ち
ん
と

分
別
さ
れ
、
出
し
方
を
守
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
分
別
作
業
が
不
要
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
資
源
の
節
約
に
も
つ
な

分別されないままコミが出される収集か所

が
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
事
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

①
ピ
ン
や
カ
ン
は
、
別
々
に
ま
と
め

て
そ
れ
ぞ
れ
の
不
燃
物
用
の
ド
ラ
ム
カ

ン
に
入
れ
て
下
さ
い
。
②
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
(
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
い
い
ま
す
。
)
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ
で
す
か
ら
ピ
ン
や
カ
ン
と
は
別

に
し
て
出
し
て
下
さ
い
。
③
不
燃
物

用
ド
ラ
ム
カ
ン
に
台
所
の
生
ゴ
ミ
や
残

飯
の
残
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
折
り
な

ど
が
入
っ
て
い
る
事
も
多
く
あ
る
の
で
、

燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、 危険を伴う分別作業

し
っ
か
り
と
口
を
し
ば
っ
て
出
し
、
ド

ラ
ム
カ
ン
へ
は
絶
対
に
入
れ
な
い
で
下

さ
い
。
④
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
収
集
日

ま
で
待
っ
て
出
す
よ
う
に
し
、
収
集

時
間
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
時
は
、
持

ち
帰
っ
て
次
の
収
集
日
を
待
っ
て
出
し

て
下
さ
い
。

こ
の
他
、
事
業
活
動
に
よ
っ
て
出
る

ゴ
ミ
は
、
事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
処

分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
下
取
り

し
た
電
気
製
品
や
交
換
修
理
し
た
部
品

な
ど
は
、
不
燃
物
収
集
個
所
に
出
さ
れ

て
も
回
収
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
周

辺
の
環
境
も
悪
く
な
り
ま
す
。

分
別
の
方
法
や
出
し
方
で
分
か
ら
な

い
こ
と
は
、
役
場
生
活
環
境
課
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ひ
と
り
一
人
の
協
力
で
、

資
源
の
節
約
や
環
境
の
美
化
に
努
め
ま

し
ょ
、
っ
。

分別されきれいに整理されている収集か所

最
近
、
町
内
で
は
、
飼
い
犬
の
放
し

飼
い
や
野
犬
の
増
加
等
が
日
に
つ
き
ま

す
。
役
場
で
は
、
「
犬
の
危
害
防
止
対

策
」
と
し
て
、
正
し
い
犬
の
飼
い
方
の

啓
発
、
野
犬
の
一
斉
掃
討
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
犬
に
よ

る
危
害
防
止
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
犬
を
飼
う
と
き

は
次
の
こ
と
を
{
寸
り
ま
し
ょ

、っ。

しょう
犬
の
正
し
い
飼
い
方

時lEし〈鋼い

関
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

銅
い
ま
し
ょ
う
・
e-
放
し
飼

い
は
、
人
に
危
害
を
加
え

た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
ま
す
。

臨
犬
は
捨
て
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
・
・
・
犬
を
捨

て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増

や
す
も
と
に
な
り
、
人
に

危
害
を
加
え
る
原
因
に
な

り
ま
す
。
飼
う
以
上
は
、

愛
情
と
責
任
を
持
ち
、
死
ぬ
ま
で
飼
い

つないで正しく飼われている犬

続
け
ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
も
飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
役
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

、。
B
V
 

増加が目立つ野犬

髄
適
正
な
飼
育
管
理
に
努
め
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
心
配
り
を
し

ま
し
ょ
う
・
・
・
汚
物
「
フ
ン
」
等
で
道
路
、
公

園
等
の
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
し
、
環
境
の
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

関
犬
に
は
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
・
・
・
犬

の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札
・
注
射
済
票

を
必
ず
つ
け
て
下
さ
い
。

門
戸
の
見
え
や
す
い
場
所
に
「
飼
い

犬
飼
育
管
理
の
証
」
を
掲
示
し
て
下
さ

し
v

躍
犬
の
登
諒
と
狂
犬
病
予
防
活
射
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
:
・
生
後
九
十
一
日

以
上
の
犬
は
、
毎
年
一
回
、
登
録
と
予

防
注
射
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
役

場
生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

、ν
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な
が
は
ま
再
発
見

ー
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ー

十
月
二
十
三
日
、
本
町
通
り
沖
浦
を

中
心
に
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」
が
実
施
さ
れ
、
芥
川
賞
作
家
で

知
ら
れ
る
赤
瀬
川
原
平
さ
ん
や
え
ひ
め

路
上
観
察
友
の
会
の
会
員
、
本
町
の
写

真
愛
好
者
ら
十
三
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
魅
力
あ
る
資
源
を

堀
り
起
こ
し
、
自
ら
の
地
域
を
考
え
て

い
く
気
運
づ
く
り
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
町
内
の
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
多
く
の
資
源
を
発
掘
し
た
。

海
外
派
遣
団

フ
ラ
ン
ス
に
出
発

j

国

際

的

な

視

野

と

感

覚

を

醸

成

j

十
一
月
七
日
、
町
体
育
館
で
第
一
回

長
浜
町
海
外
派
遣
団
出
発
式
が
行
わ
れ
、

団
員
や
関
係
者
合
わ
せ
て
約
一
二
十
人
が

参
加
し
た
。

こ
の
派
遣
は
、
国
際
的
な
視
野
と
感

覚
を
も
っ
た
人
材
を
養
成
す
る
と
と
も

に
、
異
文
化
を
肌
で
体
験
し
、
市
民
レ

ベ
ル
の
友
好
親
善
を
図
る
た
め
行
わ
れ

た
も
の
で
、
団
長
上
田
邦
彦
、
副
団
長

和
田
町
議
会
議
長
に
、
行
政
四
入
、
議

会
二
人
、
民
間
五
人
の
十
一
人
が
フ
ラ

ン
ス
に
向
け
出
発
し
た
。

J) 

i与{k:tfV

主
な
研
修
内
容
は
、
本
町
に
立
地
操

業
し
て
い
る
ベ
シ
ネ
l
グ
ル
ー
プ
の
本

社
訪
問
、
マ
ン
ト
ン
市
庁
訪
問
、
マ
ン

ト
ン
市
の
青
年
と
の
交
換
会
、
海
浜
リ

ゾ
ー
ト
地
域
視
察
、
史
跡
名
所
の
見
学

な
ど
で
す
。

派
遣
団
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

上
田
邦
彦
、
和
田
、
水
吉
、
日
高
田
…
友
、

山
下
国
広
、
叶
本
正
、
菊
地
邦
求
、
西

村
喜
之
、
津
田
礼
子
、
上
満
知
子
、
高

石
治
憲
、
一
一
宮
増
男
(
敬
称
略
)

な
お
、
研
修
の
概
要
は
来
年
の
一
月

号
よ
り
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
議
会
、

社
会
教
育
関
係
等
の
諸
会
合
で
報
告
す

る
予
定
で
す
。

大
切
な
文
化
の
伝
承
を

町内を散策する参加者

ー
大
和
公
民
館
で
儀
作
り

1

十
月
三
十
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
末
広
会

(
藤
岡
喜
代
夫
会
長
)
の
メ
ン
バ
ー
五

人
が
、
手
作
り
八
木
を
完
成
さ
せ
た
。

こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環

と
し
て
、
土
日
な
が
ら
の
大
切
な
文
化
を

体
力
に
合
わ
せ
て

健
康
づ
く
り

j
町
内
走
ろ
う
大
会
j

十
一
月
八
日
、
第
十
七
回
町
内
走
ろ

う
大
会
が
行
わ
れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
約
五
百
人
が
参
加
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
役
場
か
ら
須
沢
聞
の
一
・

五
キ
ロ
二
一
キ
ロ
、
四
キ
ロ
、
七
キ
ロ
の

四
コ

l
ス
。
参
茄
者
は
、
完
走
を
目
的

に
自
分
の
体
力
応
じ
た
コ

1
ス
で
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
た
。

伝
承
し
よ
う
と
俵
守
つ
く
り
に
挑
戦
し
た

も
の
で
、
約
一
か
月
間
で
十
五
個
の
八

木
を
作
っ
た
。

な
お
、
こ
の
八
木
は
希
望
さ
れ
る
方

に
大
和
公
民
館
で
貸
し
出
し
す
る
そ
う

で
す
。高

圏

直

言E

H
柴
俳
句
会
H

一斉にスター卜する参加者たち

石
垣
に
茎
曲
げ
て
咲
く
野
菊
か
な

坂

井

良

恵

初
亥
の
子
斗
析
に
供
ふ
餅
大
根

清

水

禎

子

つ
つ
が
な
く
老
い
て
小
菊
の
あ
ま
た
咲

く

小

丙

か

め

子

旅
に
出
ず
亥
の
子
の
祝
儀
預
け
置
き

新

満

穂

秋
暮
れ
て
野
山
に
ひ
び
く
寺
の
鐘

窪

美

恵

子
俵づくりに取り組んだメンバーの皆さん

稲
架
梓
の
た
わ
み
て
杭
の
踏
張
れ
る

都
築
い
ち
子

稲
を
刈
る
周
り
は
静
か
な
休
耕
田

坂
田
ス
ミ
子

看
護
す
る
妻
の
や
さ
し
き
秋
の
冷
え

坂
井
喜
久
子

隣
の
爺
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぶ
ん
赤
の
ま
ま

徳

田

静

子

良
き
友
の
多
き
倖
せ
木
の
葉
髪

林

定

子

ク
レ
ー
ン
の
秋
の
山
よ
り
高
く
伸
び

清

水

潔

子

紅
葉
狩
り
駐
車
場
な
く
遠
ま
わ
り

清
水
よ
し
子

俳

句
H
柴
小
学
校
H

秋
雨
に
み
こ
し
か
つ
げ
ず
空
に
ら
む

岡

花

貞

則

秋
空
に
こ
ぼ
れ
落
ち
そ
う
う
ろ
こ
雲

中

嶋

大

介

光
る
稲
風
に
ゆ
ら
れ
て
う
れ
し
そ
う

窪

裕

子

秋
空
に
赤
く
も
え
立
つ
も
み
じ
山

中

嶋

大

策

秋
風
に
ゆ
れ
て
ふ
る
え
る
す
す
き
の
穂

一
ニ
秋
恵
美

冬
の
朝
は
く
息
白
く
登
校
す

山

下

雅

恵

楽
し
げ
に
コ
ス
モ
ス
何
か
さ
さ
や
く
よ

梅

園

美

香

寒
い
朝
ふ
と
外
見
れ
ば
き
り
が
と
ぶ

高

橋

恵

美
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柴
の
上
回
さ
ん

は
か
表
彰

愛
嬢
県
公
民
館
研
究
大
会

一歳です e 表彰・ふるさとめぐり

十
月
二
十
二
日
、
松
山
市
の
愛
桟
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
平
成
四
年
度
愛

授
県
公
民
館
研
究
大
会
が
聞
か
れ
、
公

民
館
運
営
に
優
秀
な
成
果
を
上
げ
た
功

績
に
よ
り
、
柴
の
上
田
義
次
さ
ん
へ
五

一
)
が
優
良
公
民
館
職
員
と
し
て
、
十

年
以
上
の
公
民
館
運
営
に
参
画
し
た
功

績
に
よ
り
、
櫛
生
の
松
田
睦
男
さ
ん

(六

O
)

・
長
浜
の
日
高
照
友
さ
ん

(
五
二
・
柴
の
窪
美
恵
子
さ
ん
(
七

五
)
・
沖
浦
の
一
一
宮
義
徳
さ
ん
(
六
五
)

が
、
永
年
勤
杭
公
民
館
遂
常
審
議
会
委

員
と
し
て
、
池
田
虎
之
助
愛
媛
県
公
民

) ぷ離ですゴνニチヌミ:⑩
( 融中卒畠 ゃん(上老松)

館
連
合
会
々
長
か
ら
そ
れ
ぞ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
の
川
円
隆
善
さ
ん
(
四

八
)
は
、
公
民
館
逆
営
及
び
事
業
持
迭

の
優
れ
れ
ん
功
績
に
よ
り
、
優
良
公
民
館

職
員
と
し
て
、
矢
野
順
意
愛
媛
県
教
育

委
員
会
教
育
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
灘
小
学
校

j
z

佐
々
木
箆
突
さ
ん
善
章

愛
援
県

P
T
A大
会

(父
H
朗
さ
ん
・
母
日
悦
子
さ
ん

し
て
、
ま
た
、

P
T
A
活
動
の
推
進
の

功
績
に
よ
り
、
豊
茂
の
佐
々
木
徳
長

さ
ん
(
前
長
浜
中
P
T
A
会
長
)
が

P

T
A
功
労
者
と
し
て
、
矢
野
順
惹
愛
校

県
教
育
委
員
会
教
育
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

出
海
の
平
岡
三
盛
さ
ん

法
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

九
月
二
十
五
日
、
大
州
市
で
人
権
擁

護
委
員
新
任
者
研
修
会
が
行
わ
れ
、
出

海
の
平
田
三
躍
さ
ん
(
七
八
)
が
、
昭

利
五
十
一
年
か
ら
ギ
成
四
年
ま
で
多
年

に
わ
た
り
人
権
擁
護
の
功
績
に
よ
り
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
兵

頭
一
斉
松
山
法
務
局
大
洲
支
局
長
よ
り

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

法務大臣感謝状

を受けた平田さん

大
和
小
が
優
秀
賞
に

第
一
回
花
コ
ン
ク
ー
ル

十
月
二
十
七
日
、
町
体
育
館
で
長
浜

の
子
供
を
み
ん
な
で
育
て
る
会
(
新
山

博
邦
会
長
)
主
催
の
「
第
一
回
花
コ
ン

ク
ー
ル
」
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
同
会
が
町
内
に
配
布

し
て
い
る
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
+
自
の
育
成

l 町指定無形文化財である「豊年踊りJ 1 
iは 、 大 正11年に下須戒の川田時衛さん h i 

が、当時の農作業の苦しい生活の中で、 $;;) I 
明 る い 雰 囲 気 を 醸 し 出 そ う と 創 り 出 し 品も 1 
た踊りである。 正う l 

この踊りは、急速に機械化が進む今 呼吾) i 
目 、 田 植 え か ら 依 っ く り ま で 、 背 な が J¥-、 ! 
らの厳しい農作業の模粧を、体かでユー正手足き 1 
モラスに表現したものであり、忘れら士主 正 ! 
れつつある民業古来の素朴さ、軽快な手界 rど i 
リズムは子供からお年寄りまで幅広く ~ nJt i 
親しまれている。52.@)  ! 

なお、この無形文化財は、現在伊予とじ ぷ色 1 
長浜豊年踊り保存会(豊田芳弘会長) ム「気 i 

の 普 き ん に よ っ て 、 怖 さ れ て い る 。 踊前 l 
り Jrj

重!
「ム可 幅

五孟 t 

編 !

議議離過酷欝J濯欝験議論長;麟選数 i 
L-..一一一一-一一園一一..~.目一一一一日一一・一一個一一"ー_..-..一一一一00-

に
つ
い
て
審
査
し
た
も
の
で
す
っ

な
お
、
受
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

{
優
秀
賞
}
大
和
小
学
校
一
努
力
賞
}

柴
小
学
校
マ
豊
茂
小
学
校
一
特
別
賞
}

白
滝
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
青
年
部

櫛
生
の
有
友
君

健
康
作
文
で
県
表
彰

十
月
二
十
日
、
県
民
文
化
会
館
で
開

か
れ
た
健
康
に
閲
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
で
、
櫛
生
小
一
年
の
有
友
幸

司
君
の
作
品
「
ブ
ラ
ン
コ
の
け
が
」
が

低
学
年
の
部
で
、
県
下
の
小
学
一
年
生

で
は
唯
一
の
第
三
位
に
入
賞
し
、
吉
野

挙
愛
媛
県
学
校
保
健
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

県三位に入賞した有友君

十
一
月
十
一

H
、
松
山
市
で
第
一
一
一
十

八
回
愛
媛
県
P
T
A
大
会
が
聞
か
れ
、

児
童
の
健
全
育
成
と
家
庭
教
育
の
振
興

に
努
め
た
功
績
に
よ
り
、
喜
多
灘
小
学

校
(
藤
堂
一
戦
会
長
)
が
優
良
P
T
A
と

詐
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
名
前
を
す
ぐ
に
覚
え
て
も

え
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
二
文
字
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ

と
辞
書
を
引
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
字
画
や
響

き
の
一
番
良
か
っ
た

w

千
佳
H

と
名
付
ヴ
ま
し
た
。

将
米
は
、
健
康
で
人
の
気
持
が
わ
か
り
、
誰
か
ら

も
好
か
れ

る
優
し
い

女
の
子
に

育
っ
て
ほ

し
い
と
願

っ
て
ま
す
。

通
勤
通
学
生

ψ

皆

さ

ん

一

定
期
券
時
、
長
浜
駅
で
聞
い
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
気
理
り
が
町
づ
〈
哲
に
つ
な
が
切
ま
す
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平
成
五
年
度

(有1;;'本印刷

教
育
改
革
モ
=
タ
i
募
集

印刷

文
部
符
で
は
、
平
成
五
年
度
教
育
改

革
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
教
育
改

革
に
関
す
る
諸
施
策
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
広
く
一
般
国
民
か
ら
、
意
見
、

要
望
等
を
聴
き
、
諸
施
策
の
立
案
、
検

討
、
具
体
化
に
反
映
す
る
三
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
主
な
仕
事
内
容
は
、
文
部
省

か
ら
依
頼
す
る
テ
l
マ
に
つ
い
て
、
モ

ニ
タ
ー
の
周
辺
、
地
域
の
意
見
を
聴
取

の
上
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
文
書
に
よ
っ

て
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

一
依
頼
期
間
}
一
一
年

一
申
込
締
切
日
一
平
成
五
年
一
月
十
川

日
(
一
月
十
四
円
の
消
印
有
効
)

一
お
問
い
合
わ
せ
先
一
愛
媛
県
教
育
委

平成 4年12汀10日発行平成 4年 12月号

員
会
事
務
付
管
理
部
総
務
厚
生
課
ま
た

は
役
場
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
(
五

一一

l
一
一
一
一
)
ま
で
。

参
観
者
に

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

化
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

月
八
日
を
「
セ
ン
タ
ー
花
の
日
」
と
定

め
、
当
日
の
参
観
者
に
対
し
、
ポ
ソ
ト

苗
を
配
布
し
て
家
庭
や
地
域
に
お
け
る

花
づ
く
り
、
花
の
楽
し
み
万
の
普
及
推

進
を
同
っ
て
い
ま
す
。

{
配
布
日
一
毎
月
八
日

{
対
象
者
一
参
観
者
約
四
百
人
程
度

一
配
布
苗
一
当
セ
ン
タ
ー
で
増
殖
し
た

花
の
ポ
ッ
ト
苗

な
お
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
花
き
総
合

指
導
セ
ン
タ
ー

(
O八
九
九
l
L一ハ問
l

五
八
六
七
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ド
さ

、ν

ゆ

結

婚

10月長浜町役場届出分 l敬称略l

¥
下
須
戒

/
下
須
戒

沖豊沖住住:長出下
須
戒

柴

t-
-τ ド

百
九
氏

~一-

石岡

|吋本

iヰtf二

今
月
の
カ
り
ブ
ル
は

中
見
彰
英
字
山
山
さ
ん
の
カ
ァ
プ
ル

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

¥

長

浜

中

見

彰

英

人
7

坊

尾

幸

恵

¥

沖

浦

上

勝

博

J
(
r
J

美
由
紀

¥

長

浜

品

一

j

/

長

浜

和

ヘ

沖

浦

守

/

伊

予

市

恵
止に上古上森井イ中

田杉野田

美文

万七義

生
お
め
で
と
う
刀

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児
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今 や 与 野 党 とも若手議員た

ちの政治改革論議が煤んな中、

改革集団のーつ にシリウスと

いうのがある。永田町のこと

はさておいて、シリウスとは

大犬庄の主星で中国では天猿

星とし寸。ギリ シャ語のセイ

リオス(焼けた、がす)から n~

た名と言われ明るく jfcp'く「十

二JJは一年の終り総決ノ鼻の月

であるから、この一年が良かっ

た人はともかく、良くなかっ

た人も心機一転 して、オリオ

ンを助ける俊敏な猟犬シリウ

スの如く逗しく働い て、 来年

は輝く年にして欲じしミ。この

ようなことを考 えながら散歩

していて気付いた二とだか、

山海零園が浄水池の上に立派

に出来上がって永遠の安息地

の不足が解消され一安心。又、

目玄J11 i"J田半にはリノfーサイドス

ポーツパークも 出来つつあっ

て、老人や子供たちの楽しみ

を期待できるのが喜ばしし迫。

更に、黒田の空には肱川 J，j;，lを
一望出来る展望 所も出来つつ

ある。新しい町政は新しい知

恵嚢から批み聞きれねばなる

まい。新年が文字通り新しい

年として迎えられることを期

作したし、。老人たちも「老し、

も波もあらいそがしの帥走か

なJ(貞室)である。

広報ながはま

長

可壇画・画事砲圃・・・圃-

宅密圏函館-

醤
編
集

言日
聖蓮

肱
川
嵐
も
本
番
を
迎
え
る
こ
の
月
は
、

仕
事
の
整
理
、
忘
年
会
、
今
リ
ス
マ
ス

な
ど
何
か
と
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
て
、
何
か
と
忙
し
く
な
る
こ
の
時

季
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
気
に
な

る
の
は
、
や
は
り
、
ボ
ー
ナ
ス
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
?
(
そ
う
じ
ゃ
な
い
人

も
一
応
i
)
今
年
の
ボ
ー
ナ
ス
は
、
景

気
を
反
映
し
て
(
木
枯
ら
し
ボ
ー
ナ
ス
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
あ
ま
り
パ
っ
と
し
な

い
よ
う
で
す
。
一
口
に
ボ
ー
ナ
ス
と
一
吉
っ

て
も
、
ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
側
と
受
け
取

る
側
で
は
、
多
少
考
え
方
が
達
、
つ
よ
う

で
、
出
す
側
に
と
っ
て
は
、
業
績
へ
の

貢
献
に
対
す
る
功
労
報
奨
的
な
も
の
で

あ
り
、
受
け
取
る
側
と
し
て
は
、
生
活

費
の
一
部
と
し
て
当
然
の
給
与
で
あ
る

と
考
え
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
見
解
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
で
し
ょ

う
か
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人口をふやしましょう

10月末現在 前月との比較

11，035人 4人減

)"仁I (男 5，165人) (男 1人減)

fてら，870人 女 3人減

lを帯数| 3，724世帯 士曽J成なし

帯世口人


